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特集　1日体験！ プロの基板作り

（1）回路図ファイルを作成する

● 手順1：KiCadを起動する
　デスクトップにあるKiCadのアイコンをダブルクリ
ックすると，KiCadが起動し，図3示すような小さな
画面が現れます．これがKiCadの初期画面です．

　① E
イーイースキーマ

eSchema：回路図エディタ
　② C

シーブイピーシービー

vPcb：コンポーネントのモジュール割り付け
　③ P

ピーシービーニュウ

cbNew：基板エディタ
　④ G

ガーブビュウ

erbView：ガーバ・ビューワ
　⑤ B

ビットマップ トゥー コンポーネント

itmap2Component： 画像ファイルからロゴを
作成するツール

　⑥ Pcb calculator：基板関連の計算をするツール
という六つの機能を持っており，アイコンをクリック
することで，それぞれを起動できます．
　画面の左側は，作業中のファイルが表示されるビュ
ーです．プロジェクトを新規に作成したときは，プロ
ジェクトを管理するファイル（.pro）しかありませんが，
作業を進めるにつれてファイルはどんどん増えます．

　ここでは，本誌2013年2月号の第2章「お手軽PC
オーディオUSB DACヘッドホン・アンプ」の回路図

（図1）を元に，回路を入力する方法（図2）を説明しま
す．この回路は，USBインターフェースを持つD−A
コンバータIC PCM2704を使って，USBバス・パワー

（5 V）でヘッドホンを駆動できます．
　本誌2013年2月号の第2章「お手軽PCオーディオ
USB DACヘッドホン・アンプ」の記事と，作成した
基板データは，付録CD−ROMに収録されています．

図2　回路図を入力する流れ

ドラッグして配線する

① 部品を配置する ② 部品どうしをつなぐ ③ 電気的エラーをチェック ④ ネットリストを出力

図1　例題…製作するUSB DACヘッドホン・アンプ基板の回路図
図3　KiCadの初期画面
回路図エディタや基板エディタなどの使いたいツールを選択する
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①回路図エディタ

②コンポーネントの
　モジュール割り付け

③基板エディタ

④ガーバ・ビューワ

⑤画像からロゴを
　作成するツール

⑥基板関連の計算を
　するツール

「ファイル」→
「新規」を選ん
で，プロジェ
クト・ファイ
ルを保存

付録CD−ROM：KiCad¥設計データ¥USBヘッドホン・アンプ基板

STEP2 手作りUSBヘッドホン・アンプを例に
回路図を書く

真似から始めよう！
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